
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 木  

２ 金      冬休み（４日まで） 

３ 土  

４ 日  

５ 月 保育開始   

６ 火  

７ 水 大根収穫(ちきゅう・たいよう・ぎんが)

個人懇談会（７～２３日) 

８ 木 サッカー教室（たいよう・ぎんが） 

９ 金 誕生会 

１０ 土  

１１ 日  

１２ 月 成人の日 

１３ 火 演劇観賞 

１４ 水 槇島小学校交流(ぎんが) 

１５ 木  

１６ 金  

１７ 土    

１８ 日  

１９ 月  

２０ 火 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

２１ 水  

２２ 木  

２３ 金  

２４ 土  

２５ 日  

２６ 月 避難訓練 

２７ 火  

２８ 水  

２９ 木  

３０ 金 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

３１ 土  

令和８年１月１日 

園長 宇野 智子 

       新しい年の幕開けです。どんな年にしたいですか？ 

年が明け、令和８年がスタートしました。久しぶりの登園です。子どもたちの中には、ご家族

で過ごした時間が楽しすぎて、行き渋りを見せる子もいますが、お友だちや保育者に会えるこ

とを楽しみに笑顔で登園してくれる子も多く見受けられました。何より、休み中にインフルエ

ンザや胃腸炎など、体調不良になった子もいたものの、大事には至らず、大きな事故に巻き込ま

れるといったこともなく、全員無事過ごせたことにほっとしているところです。 

さて、皆さんは新しい年をどんな年にしたいとお考えでしょうか？よく耳にするのが「飛躍

の年」という言葉ですが、私は、飛躍するために必要な「準備」に力を入れたいと考えていま

す。昨年ノーベル化学賞を受賞された北川 進氏が、細菌学者パスツールの「幸運は準備した心

に宿る」という言葉に影響を受けたこという新聞の記事を目にしたからです。「何事も日々の準

備の積み重ねがあってこそ」という意味に解釈しました。確かに、子どもたちの成長を見ている

と、まさに「準備」の連続です。例えば、園庭遊びに出る時、０歳児の多くは、保育者に靴を履

かせてもらいます。しかし、１歳児クラスとなると、保育者は、まずは、自分で履いてみること

を促します。これは、洋服の着脱でも同じです。できるだけ手を出さないように見守ります。も

ちろん、なかなかうまくできません。靴のマジックテープが硬かったり、頭が引っかかって抜け

なかったり・・・とまさに悪戦苦闘です。ここでちょっとだけ手を貸してあげるわけですが、こ

こで得た「できた！」という達成感が、次の「なんでも自分でやりたい！」という無謀ともいえ

る意欲を芽生えさせるのです。忙しいおうちの方にとって、この「自分で！」が悩ましいのは承

知しています。わかりますよ。でもね、これは、保育者が子どもたちにつけたいと考える力の一

つです。この時期にしっかり「準備」を重ねた子は、3 歳を迎える頃には、大概のことは一人で

できるようになっていきます（左右が逆だったり、前後ろが反対だったりはご愛嬌）。就学を迎

える頃になると、「自分のことは自分で」がしっかり定着しています（そうなる姿を目指してい

ます）。「時」が成長させたと思いがちですが、「自分でやりたい！」が目覚め始める１・２歳の

時に、どれだけ準備できたかなのだと思います。イライラしたり、泣いたり、癇癪おこしたりし

ながらも、「自分でやる」を積み重ねることが、「準備」であり、少しずつ少しずつできるように

なっていくのです。ただ、「準備の時間」を見守るというのは、忙しい大人には至難の技です。

けれど、できるだけこの大切な時間を大人の都合で奪わないようにしたいものです。 

本園では、子どもたちの「やりたい」を大切に「準備の時間」をしっかり保障する保育・教

育を目指して行きます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。     （園長 宇野） 

まきしまひいらぎえんだより 
♦行事予定♦ 

今月の目標 

し ず く◆保育者や友達との関わりの中で、喃語、指差し、表情、簡単な身振りで自分の気持ちを 

伝えようとする。 

う み◆生活リズムを整え、健康で快適に過ごす。 

◆保育者や友達と触れ合いながら、伝承遊びや冬の遊びを楽しむ。 

そ ら◆生活の見通しを持ち、身の回りの簡単なことや片付けなどの習慣を身に付ける。 

    ◆冬の自然に触れたり、正月ならではの遊びを楽しんだりする。 

ちきゅう◆挨拶や姿勢など、気持ちよく食事をするためのマナーを身に付ける。 

      ◆身近な冬の自然で遊ぶ中で、自然の事象に気付き、興味を広げる。 

たいよう◆友達と関わる中で自分の思いや考えを伝えたり相手の思いに気付いたりする。 

◆お話のイメージを広げたり友達と表現したりすることを楽しむ。 

ぎ ん が◆生活の流れに見通しをもって自ら進んで行動する。 

    ◆伝承遊びに興味・関心をもち、友達と一緒に挑戦しようとする。 

 今月の歌  

し ず く「コンコンクシャンのうた」 

「ゆき」 

う み「雪だるまのチャチャチャ」 

「こぎつね」 

そ ら「コンコンクシャンのうた」 

「雪だるまのチャチャチャ」 

ちきゅう「雪のこぼうず」 

「おもちゃのマーチ」 

たいよう「ドレミのうた」 

「ゆき」 

ぎ ん が「ともだちになるために」 

    「たきび」 

URL  https://shingekai.jp    

ホームページからブログを見ることができます。 

  ２月の主な行事予定 

１４日（土）コスモス発表会 

1 がつ 

 

 お化け屋敷やお茶パーティー、水族館にトーマス・・・大盛況のうちに作品展が終了しました！ 

             作品展に向けて制作する時間は、もちろん楽しいのですが、子どもた

ちにとって、一番の楽しみは、作ったもので遊ぶことです。 

              展示が終わった後、小さいお友だちも交えて、作ったもので遊ぶ姿

がありました。年長組さんが、得意げに案内する様子がなんとも頼も

しくもあり、かわいらしかったです。 

鑑賞に来てくださった保護者の方から「と 

ても見応えのある作品展で、毎年楽しみにしております。特にホール内の 

作品の中を歩けたりする展示は今年もワクワクしながら観させていただき 

ました。楽しかったです。」という感想をいただきました。 

 

登園および欠席・遅刻の連絡は 9 時までにお願いします。 

https://shingekai.jp/

